
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

資 料

Lepidurus α rcticus （PALIAS）干 島に分布 す

（鰓 脚 類 雜 記 5 ）

上　　野 　　盆 　　三

〔II・U 壱対 o ； 01ユ the　ecct ユrrence 　of 　Lepidur，ts　ct
・
rct

・iclts（1
）
AI ，L ．4s ）ill　the 　middle

Kurile　Is．］，

　 頃 日畏 友理學士 宮地傳三 郎氏 を逋 じて農林省水 産局の 紳尾秀二 氏が 今夏 八 月

中部千 島樫鏖樊島で 探集せ られた 葉脚類 ア プ ス 科 の
一

種 の 標本 を手 にす る こ と

が出來 n
。 精査 の 結果 これ は從來 極 北地 方 （主 と して北 極圈 以北 ） に分布 して

ゐ る こ とが知 られ て ゐ る Lepiclur−us　Ctrct．ictlLsで あ る こ とを知 う本邦葉脚類相 に
一

知 見 を加 へ 得た
。

　 ア プ ス 科 （Apodid ．fe）中 には 從來 Apus　SCHAEFFER 　1756 と Lepidttret．s　l．EACH

1816との あ る こ と竝 に その 區別の 要點 は 嘗て從來 の 記 載 に從 つ て書 い て あ v ・ た

が （上 野1625
・ P・424）， そ の 當時 もその 後 に も本 邦 に Lepi（larus屬の もの の 産 す

る こ と を知 らなか つ た （UkNO 　1926
，　p．262） 今我版 圖内に も 加 p油 1脚 の 而 竜

極 北 地 の 種類 が分布 して ゐ る こ とを 知 る は動物 地理 學上 興味 あ る こ とた る を失

は な い
。

　瓦pi伽 γ〜｛5　aj
’
et・icu・s （PALLAS）1793 の 記 載 は BSIRD （⊥S52）

，
　 GRUBE （IS53 ），

P．tCKARD （1883）竝 に C；．　O ．　SARs（1896）等1こあ b 、 殊 に最 後の Sarsの もの は詳

細を極 め啻に雌 の 記載の みな らず雄 竝 に發 生 の 模様に就 い て 竜書 い て あつ て そ

の 美麗 に し て精 密な彩色圖版 と共 に甚 だ有益 で あ る。 それ故 分類學 的の 記逋 は

こ れ らの 文獻 釀 磁 に は 唯簡數 ζその 著明な る特徴 だけを書 きつ け て を く
。

こ の 種 は
一

見西 南 日 本 に點 々 と し て 分布 し て ゐ る Apausα 哩 ‘agis 　PACKARD

（U甑 0 前 掲 ユ925
，
1926參照）ll非常に よ く似て ゐ るが ，

　Lepidtcr・us 屬の 特徴 で あ

る所 の 尾節の 癬歌片 （caadal 　lamella）の あ る こ とに よ b す ぐ區別が 出來 る 。 背

甲は廣卵形 、 明瞭 な背稜 をその 正 中線 に 具 へ
、 後方 の 彎 入 部の 縁邊に は各側 約

15個の 小棘が ある
。

12一ユ4個の 腹 節が背甲の 後方 に露 出 して ゐ る （Fig、／．　A ）。

caudal 　lamella は 晦 三 角 形の 水李 に後 方 へ 延び て ゐ る舌默片 で 割合 に短 くそ

の 長 さは體長の 約
1
価 位 で あ b尾節の 幅 よ う短い

。 その 縁遊に は 大 ft−一定數の

大 9 の 不 規則 な小棘が あ う叉背面 正 中線は 僅か に稜を な して隆起 しその 上 に は

前後｝ζ竝べ る 三 個 の ・1・棘が あ る 〔b
“ ig・　］・　B及 び D ）． 第一

對 の 肢 の 内枝 （・nd ・P・d
，

為
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HANSEN 　1925）は 何れ も非常 に短 くて APttSの 揚合 （上 野 1925
，
　P．425

，
　Fig，1）

の や うに 背面か ら見 た 時背 甲の 縁邊外 へ 出 て ゐ なtr・
。 僅 か に その 尖が見 2 る位

J

　

講
　

ト

、

　

レ
＼

123

全 體長（塁鰹驪 ） 19．52 ］．o． 19．0

背 甲の 長 さ （正 中 線 ） i… 11．511 ρ

背 甲 の 最 大 の 幅 1　　　　　　　　　 圏
尾　 鞭 　 の 　 長 　 さ

ユ1沿

｝ 12，0lLo 一
lo．5
一

尾 節瓣 欺 片 の 長 さ 121 ．01 ．0

背甲に 被 は れ．て ゐ ない

體 節の 數 （尾節 を含 む ）
1314 ノ2

　　　　　 　　　 Fig．　L 　Lepidurus　arcticus （PALI．．NS ） 中 部千 島羅處和島産

　 　 　 　 　 A。雌背 面 圖 、
x2 ．　 B 及 σ．尾節背面 竝 に 腹 面 圖、共 に x1B ．　 D ．　 S6の 個盟 の

　 　 　 　 　 　 尾節瓣歌片 、
X25 ．〔上 野原圏〕

で あ る
。 色は 酒 精漬標本 で オ リ ー ヴ緑褐色 で あ る

。 私の 手に した標本 IXV・つ れ

遇雌 で塗 部 7 匹 の 中 4 つ は こ わ れ て ゐ るの で 比較的完全 な 3 匹 に つ い て の 計測
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

値 を次 に掲 出 す る（長 さは凡 べ て mm ．）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 これ を從來 の data と比 較 して みる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と 1］1　T．LJEBeRG 〔1877），
　 SVESENBER（｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ？）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LuND （1896）兩 氏 は Greenland の もの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が 30mln 以上 の 體長 を有 する こ と を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報 じ、 前 者は 最大 36mm 後者 は 32mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を測 つ て 居 る． こ れ に反 し OLOFssOhT

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r918，
　 P．386〕は Spitzbergen種 が 18

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mm 内外 で 20　mm を超 す もの は 稀 で

あ る と記 し 、
G ．0 ，　SARS （1896 ，

　 P．68＞ も 24　mm 以 下 で あ る と書 v ・て ゐ る 。 上

1） 計測 法 は U 重NO （1926），
　p．264， 血g．工 に 從ふ 。

2）　 原 交 を見 る槻 會 を得 ず OLOFSSON｛19工8）の 引用 す る 所 lc據 る 。
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記羅處和 島の もの も充分伐熟 して ゐ る と思は れ るが その 最大の もの も　21mm

を出て ゐ なv ・
。

　産 地 竝 に 地 理 的 分 布 探 集地で ある羅處和 島は千 島列島の 中部北緯47つ40ノ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ シ ヨ ワ
　

東SS　15　2・　
’

e　O，
　ll位置 す る小 火 山島で 、 その 地 勢南北二 つ の 高地 に分れ最 高峯は北

方にあ つ て 幌茶 々 登 山（海拔高距 956米）と い ひ 、 南方 の最 高地長頭 山（高距 509米）
　 　 　 　 　 ホ ゜ f ヤ チヤ ヌ ブ P 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

との 中間凹地 に大 小二 個 の 小淡 水湖大沼 竝 に小 沼 を堪 えて ゐ る
。
L．　arcticus の

得 られ た の は この 島の 小 さ な淺 い 沼地 で相當に泥の 深 い 所で あ る
。 日時は詳 し

V ・記録 を缺 くが 昭和 四年八 月上 旬 （七 日頃 P）との 1 とで あ る
。

　L ・Ctrctious の 地 理 的分布は 歐洲 竝 に北極地 方 の 込の 一括 して 0 ．　LUXDBLAD

（1920， P・87）に よ く纒め られ てあ b 、
　 Ru §5ia 竝 に Siberia地方の もの は N ．1く．

DEcKsBAcH （1924 ，
1926）1ζあ る

。
こ れ らの 記載に據 る と本種 ば 　Greenland，

Spitzbergell等 の 北極地方を始め
、
　 Norw αy の 西海岸地 方 、 北 部 Seandinavia

の 高山地 方 に分布 し、 中部歐洲 で は 大體北緯 5δ
D

位 よ う以 北の 所々 に て探 取せ

られ て ゐ る
。

Russia で は その 北 海岸地 方 には 割合 に廣 く分布 して ゐ る が 、 中部

で は Moscow 附近 の み で あ b 、 東部では 唯 1〈asan 地 方 の みに て探 られ てゐ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ！）

る。 露領 Siberiaに移 る と Jana 河 、
　 Jamal 牟 島、1・aGhov 島、　Lena 河 の 河 口 、

Jeiiissei河 の 流域 では σ励 o切 α 川 の 河 口 （北緯 72
°
27t）附近 の 湖水竝 に 小 き な

Tundra 中 を流 れ Schir。kaja灣 （北緯 72e35t）に注 い で ゐ る 川等 で あ る
。 そ して

從來 記錬 せ られた 分 布の 東限は束經約 140°北緯約75°

の New　Siberia島で あ る

Arctie　America に於 て も Krustenstern岬 附近 で 探 られ て ゐ る （PAcKARD1883 ）

以 上 を概括す れ ば 五 αracticus は從來 の 知見 で は北極圈以北の 各地 を巡 つ て 可

成廣 く分布 して ゐ る こ とが知 られ 、 唯歐洲に於て は 少 し南方 ま で 來 てゐ る c さ

れば今囘の 綵集地 は その 緯度の 高低の み を以 て考 へ るな らば恐 らく最 も南方に

位 する とv ふ べ く、 且 叉 Asia に於 け る極 東の 産地 と言 へ よ う
。 中部 千 島の 動

物相 が北 方 Kamchatka 要 素 よ bな るか 南方北海道要素 よ b な る か は 未 だ充分

明瞭で な い が （鏑木外 岐雄 、
1926

， p．5＞，　L αrctictt・s の 如 き北方要素の 存在は 注

意すべ き事實 で あ る
。

　 生 態 其 の 樒 tEas　L．　arceieuLg の 生態殊 に その 生殖 に就 い て 最 も詳 密 な記事

を な した の は 0．OLoFssoN （1918） で あ らう
、 氏 の Spitzbergen に於 け る觀察

に よれ ば該地 で は 六 月末乃至 七 月上 旬 に休眠 卵か ら孵化發生 し 、 八 月末乃 至 九

月中旬 に は卵 を産 出す るや うに な る
。

その 卵か ら出 て 卵 を つ くる や うに な る ま

で の 經過 は大體ニ ケ 月牛以内で その 間
一世代 の みで あ る とV ふ。 氏 は休眠卵 の

形成せ られ るの は その 世代の ge　b で あ るが 、 雄 の 出現 は なか つ た こ とを觀察 し

1） 詳 細 は
‘t
北 海道 樺太 南部潸 岸水 路 誌

，，
第二 卷 中 に あ る o 紳 尾秀 二 氏 の 示 歡 に 據 る 0

2） 以 下 の 地 名 は DECKSBAeH の 原 文 に 載せ て ゐ る 綴 の ま まで 英 語 の 綴 に して な い o
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メ

て ゐ る 。 これ に反 し G・0 ・SARS（1896，　P．68，
76）は 雄の 出現 を記 しそれで 著 し

く小 形 で 13mm 以下 で あ る こ とを見 、 その 數が雌の 數 に比 して 邁か に少數で

短 期間 恐 らく夏 の 終 b に 出現 する な らん と書 い て ゐ る （上掲 、 p，82）e 今囘の 採

集地 に於 け る、 かか る經過 は全 く不 明 で あ る が 、 私の 手 に した 雌 の 標 本は 僅數

で は あ る がすべ て よ く成熱 して ゐ る と思 は れ る の に未 だその 育嚢 中に 産出せ ら

れた卵 を見 な　v ・

。 恐 らく OLOFssoN の 揚合 の 如 く八 月 中下 旬頃か ら産出せ られ

るの で は なV ・か と想像せ られ る
。

　L ・　a・reticus 從來 冷水性の もの とす る もの （EKMAN 　1904）と可成温 か v ・水 に居
る とす る もの （OLOFssON　1918）とあ b 、 後 者 は Spitzbergenの 淺 い 小 さ な水 域

で 水温 が 7 月 16日に ＋ 16℃ に もなつ た 所 で 探 つ て ゐ る （上 掲 、 P．3VO）． 羅處 和

島に於 け る探取當時 の 水温 の 觀測 を缺 くの は 甚だ遽槭で あ るが 、氣温 に就 い て

は祚尾 氏 の 示 教 を受 けたの で無 用の や うだが附記 す る こ とに す る
。

　羅 處 和 島八 月の 李 均氣温 は ＋ 11℃ で 一年 中の 最高期で あ b
、 最低 李均氣温 は

一4℃ で 二 三 月の 交 で あ る。 雪 は 十月上 旬 降 b始め 四 月下 旬2 で 續 く由で ある。

將來 1 の 島又は その 附近 の 島で 再 び本 種が 採集せ られ 、 同時に水温 その 他の 觀

測結果 が報ぜ られ る こ とが あれば本 種 の 生態上將叉地理 分布上 更 に興 味 あ る知

見 を加 へ 得 る こ と と思 ぷ 。

　私 は本篇 を終 るに 當 b 本種 を探集 せ られ且 産地 の 歌況等 に就 V ・て＃￥しV 示教

を賜 つ た紳尾秀二 氏、 竝 に その 標本 を齎 して筆者に査 定の 機會 を與 へ られ た 宮

地 傳 三郎氏に 厚 く御禮 を申上 げ る
。　　　　　　　　 （京都 帝 國 大學 大 津臨 湖實驗 P「t）
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